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近
代
日
本
研
究
第
三
十
四
巻
（
二
〇
一
七
年
）

研
究
ノ
ー
ト

大
学
令
下
に
お
け
る
慶
應
義
塾
大
学
の
大
学
予
備
教
育
に
関
す
る
一
考
察

―
―
大
学
予
科
設
立
認
可
時
の
学
科
課
程
に
着
目
し
て
―
―

山

本

剛

は
じ
め
に

本
論
文
の
目
的
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
大
学
予
科
に
お
け
る
設
立
認
可
時
の
学
科
課
程
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
大
学
令
制
定
に
よ
っ
て
、
私
立
大
学
の
発
展
史
に
も
ひ
と
つ
の
明
瞭
な
画
期
、
す
な
わ
ち
、
そ
の

予
備
教
育
課
程
の
制
度
的
整
備
の
端
緒
が
ひ
ら
か
れ
た
。
大
学
に
「
昇
格
」
し
た
私
立
大
学
に
は
高
等
学
校
と
制
度
上
同
等
の
大

学
予
科
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
は
全
体
的
な
研
究
と
し
て
、
近
代
日
本
に
お
け
る
大
学
予
備
教
（
1
）

育
は
、
高
等
学
校
と
大
学
予
科
の
二
つ
の
系
統
が
存
在
し

て
い
た
点
が
そ
の
歴
史
的
特
徴
で
あ
っ
た
と
の
視
点
か
ら
、
高
等
学
校
と
大
学
予
科
を
対
比
的
に
捉
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
内
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容
と
制
度
的
機
能
や
役
割
を
究
明
す
る
研
究
を
構
想
し
て
い
る
。
特
に
、
大
学
に
従
属
し
な
い
独
立
し
た
学
校
で
あ
っ
た
高
等
学

校
と
比
較
し
て
、
大
学
予
科
は
、
大
学
に
附
設
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
卒
業
生
は
所
設
の
大
学
の
学
部
に
進
学
し
て
い
た
。
こ
の

点
を
踏
ま
え
る
と
、
大
学
予
科
の
教
育
内
容
面
と
制
度
的
機
能
や
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
代
日
本
に
お
け
る
大
学
予

備
教
育
の
歴
史
的
特
徴
が
究
明
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
な
全
体
的
研
究
構
想
の
下
で
、
本
論
文
は
私
立
大
学
の
中
で
、
最
初
に
大
学
に
「
昇
格
」
し
た
慶
應
義
塾
大
学
に
お

け
る
大
学
予
科
設
立
時
の
学
科
課
程
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

本
論
文
で
考
察
対
象
と
す
る
慶
應
義
塾
大
学
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
私
立
学
校
と
し
て
最
初
の
大
学
部
を
開
設

し
、
修
業
年
限
三
年
の
文
学
科
、
理
財
科
、
法
律
科
の
三
科
を
設
置
し
た
。
な
お
、
大
学
部
は
入
学
者
が
振
る
わ
ず
、
一
時
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
、
そ
の
廃
止
論
が
論
議
さ
れ
る
に
至
る
ほ
ど
で

（
2
）

あ
っ
た
。
だ
が
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
慶
應
義
塾
全
体
の

学
制
改
革
を
行
い
、
大
学
部
は
各
科
共
通
の
二
年
、
専
門
課
程
三
年
の
修
業
年
限
五
年
と
な
り
、
幼
稚
舎
か
ら
大
学
部
に
及
ぶ
一

貫
教
育
体
制
を
整
え
、
大
学
部
卒
業
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
の
卒
業
と
位
置
づ
け
る
こ
と
と

（
3
）

な
っ
た
。

や
が
て
大
学
部
は
専
門
学
校
令
に
準
拠
し
て
整
備
さ
れ
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）
年
に
予
科
二
年
、
本
科
三
年
の
修
業
年
限

五
年
の
政
治
科
、
理
財
科
、
法
律
科
、
文
学
科
の
四
科
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
大
学
令
に
基
づ
く
慶
應
義
塾
大
学
は
文
学
部
、

経
済
学
部
、
法
学
部
、
医
学
部
の
四
学
部
か
ら
な
り
、
修
業
年
限
三
年
の
大
学
予
科
を
設
置
し
た
。
本
論
文
は
大
学
令
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
た
大
学
予
科
を
主
な
考
察
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
本
論
文
に
関
連
し
た
先
行
研
究
を
示
す
と
、
大
学
予
備
教
育
の
制
度
や
そ
の
実
態
に
関
し
て
は
、
予
科
の
制
度
モ
デ
ル

と
し
て
の
高
等
学
校
を
対
象
と
し
た
研
究
に
多
く
の
蓄
積
が
（
4
）

あ
る
。
一
方
で
大
学
予
科
に
つ
い
て
は
、
二
見
剛
史
、
村
松
玄
太
、
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藤
原
政
行
、
江
津
和
也
、
筆
者
の
研
究
が
（
5
）

あ
る
。
二
見
は
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
を
類
型
化
す
る
と
と
も
に
、
類
型
に
基
づ

い
て
生
徒
数
や
教
員
数
等
を
考
察
し
た
。
さ
ら
に
江
津
、
筆
者
は
早
稲
田
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
の
事
例
を
考
察
し
て
い

る
。
特
に
江
津
の
研
究
は
、
早
稲
田
大
学
と
慶
應
義
塾
大
学
を
考
察
対
象
と
し
て
、
両
校
予
科
の
学
科
課
程
を
考
察
し
て
お
り
、

本
論
文
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
が
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
設
立
認
可
時
に
、
同
大
学
は
ど
の
よ
う
な
学
科
課
程
を
編
成
し
、

そ
れ
が
私
立
大
学
予
科
を
め
ぐ
る
政
策
の
上
で
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
は
必
ず
し
も
明
確
な
考
察
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
設
立
時
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
は
、
同
大
学
沿
革
史
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
（
6
）

な
い
。

本
論
文
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
（
7
）

研
究
、
す
な
わ
ち
、
早
稲
田
大
学
の
大
学
予
科
に

お
け
る
設
立
認
可
時
の
学
科
課
程
を
考
察
し
た
論
考
に
続
い
て
、
慶
應
義
塾
大
学
を
事
例
と
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

慶
應
義
塾
大
学
は
、
早
稲
田
大
学
と
と
も
に
大
学
設
立
認
可
に
あ
た
っ
て
「
私
立
大
学
認
否
の
標
準
」
と
し
て
、
厳
格
な
審
査

を
受
（
8
）

け
た
。
す
な
わ
ち
両
大
学
の
設
立
認
可
に
あ
た
る
諸
要
件
の
基
準
は
、
そ
の
後
に
続
く
私
立
大
学
の
設
立
認
可
の
た
め
の
基

準
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
時
に
承
認
さ
れ
た
両
大
学
の
大
学
予
科
の
内
容
は
、
私
立
大
学
予
科
の
原
型
を
策

定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
設
立
認
可
時
の
両
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
、
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
嚆
矢
を
な
す

も
の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
研
究
の
主
な
課
題
は
、
第
一
に
大
学
令
に
基
づ
く
慶
應
義
塾
大
学
の
大
学
予
科
は
、
設
立
時
に
ど
の
よ
う
な
学
科
課
程
で

あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
同
大
学
が
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
文
部
省
に
提
出
し
た
大
学
設
立

に
関
す
る
認
可
申
請
書
は
現
時
点
で
資
料
上
、
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
本
研
究
で
は
当
時
の
学
内
誌
や
新
聞
記
事
な
ど
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か
ら
、
そ
れ
ら
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
同
大
学
と
同
時
に
設
立
認
可
さ
れ

た
早
稲
田
大
学
の
大
学
予
科
と
比
較
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
特
徴
を
把
握
し
た
い
。

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
、
文
部
省
の
施
策
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
大
学
予
科
の

教
育
内
容
面
の
一
端
を
究
明
で
き
る
と
考
え
る
。

一

慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
大
学
予
科
の
設
置

（
一
）
大
学
予
科
の
規
定
を
め
ぐ
る
意
見

筆
者
は
す
で
に
別
（
9
）

稿
で
、
私
立
大
学
設
立
認
可
の
重
要
な
条
件
と
さ
れ
た
大
学
予
科
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
詳
細
に

検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
早
稲
田
大
学
と
慶
應
義
塾
大
学
が
、
大
学
予
科
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
両
大
学
関
係
者
の
諸
意
見
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
本
論
文
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
関
係
者
が
大
学
予
科
の
規
定
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を

述
べ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
大
学
予
科
は
、
大
学
令
第
十
四
条
の
規
定
で
、
そ
の
設
備
、
編
制
、
教
員
お
よ
び
教
科
書
に
至
る
ま
で
す
べ

て
が
、
詳
細
な
設
置
基
準
関
係
法
規
で
あ
る
高
等
学
校
令
お
よ
び
高
等
学
校
規
程
等
に
準
拠
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
大
学
予
科
に
関
す
る
規
定
の
な
か
で
、
特
に
、
大
学
予
科
の
生
徒
定
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
の
大
学
入
学

者
定
員
を
超
過
し
な
い
よ
う
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
高
等
学
校
令
第
十
四
条
で
は
「
一
学
級
ノ
生
徒
定
数
ハ
四
十
人
以
内
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ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
大
学
予
科
の
各
学
級
定
員
の
規
定
に
関
し
て
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
六
月
号
の
『
教
育
時
論
』
で
、
私
学
に
と
っ

て
「
大
学
令
の
適
用
上
最
も
困
難
」
な
要
件
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
て
（
10
）

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
専
門
学
校
令
下
の
予
備
教
育
課
程
を
改

編
す
る
さ
い
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ
た
。

次
の
慶
應
義
塾
関
係
者
の
発
言
は
、
こ
の
生
徒
定
数
に
対
す
る
当
時
の
私
立
大
学
の
事
情
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
慶
應
義
塾
で
は
、
同
塾
幹
事
石
田
新
太
郎
が
、「
小
学
教
育
」
で
は
「
一
教
室
四
十
人
を
収
容
す
る
」
の
は
「
実

験
上
最
も
効
果
あ
る
事
」
で
あ
る
が
、「
杓
子
定
規
」
に
、
こ
れ
を
大
学
予
科
に
適
用
さ
せ
る
の
は
「
極
め
て
窮
屈
」
で
あ
り
、

「
恐
ら
く
当
局
者
と
雖
も
、
信
憑
す
べ
き
教
育
学
上
の
根
拠
を
有
せ
ざ
ら
ん
」
と
し
て
、
生
徒
定
数
の
規
定
は
「
没
常
識
の
愚
論
」

で
あ
る
と
激
し
く
批
判
し
た
。
く
わ
え
て
、
生
徒
定
数
は
「
当
該
大
学
の
方
針
に
一
任
」
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
（
11
）

し
た
。

な
お
、
石
田
は
、
大
学
令
及
び
そ
の
施
行
規
則
で
あ
る
大
学
規
程
に
示
さ
れ
た
大
学
設
立
に
必
要
な
要
件
の
う
ち
、
一
定
額
の

基
本
財
産
を
国
庫
に
供
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
「
私
立
大
学
に
資
金
供
託
を
求
む
る
は
官
僚
思
想
の
発
露
と
思
考
す
べ
き
愚

案
」
で
あ
り
「
私
学
の
陶
冶
」
で
あ
る
と
激
し
く
批
判
し
て
（
12
）

い
た
。

す
で
に
大
学
に
「
昇
格
」
す
る
た
め
の
十
分
な
資
金
と
条
件
を
も
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
慶
應
義
塾
に
お
い
て
も
、「
基
本
金
八

十
万
円
を
揃
へ
て
一
時
に
之
を
政
府
に
供
託
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ぬ
。
不
得
已
六
年
間
に
分
割
供
託
の
認
可
を
受
け
た
や
う
な

事
情
」
で

（
13
）

あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
慶
應
義
塾
は
、
法
令
上
の
規
定
に
従
っ
て
大
学
予
科
を
整
備
し
て
、
校
舎
の
新
築

や
専
任
教
員
を
雇
用
す
る
な
ど
の
一
連
の
改
革
に
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
高
等
学
校
高
等
科
と
制
度
上
同
等
と
な
っ
た
大
学
予
科
は
そ
の
後
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
、
近
代
日
本
の
大
学
予
備
教

大学令下における慶應義塾大学の大学予備教育に関する一考察
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育
機
関
の
重
要
な
支
柱
と
な
っ
て
ゆ
く
。

（
二
）
慶
應
義
塾
大
学
設
立
認
可
申
請
時
の
大
学
予
科

慶
應
義
塾
大
学
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
八
日
付
で
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
設
立
に
関
す
る
認
可
申
請
書
を
文
部
省

に
提
出
し
、
早
稲
田
大
学
と
同
時
に
翌
年
の
二
月
五
日
付
で
大
学
設
立
が
認
可
さ
（
14
）

れ
る
。

な
お
、
大
学
規
程
は
第
一
条
で
公
・
私
立
大
学
の
設
立
認
可
を
受
け
る
際
に
は
、
大
学
名
称
、
学
部
の
種
類
、
大
学
院
及
大
学

予
科
の
設
否
、
学
則
、
位
置
・
校
地
、
各
学
部
及
大
学
予
科
の
在
学
者
定
数
、
専
任
教
員
数
な
ど
を
明
示
し
て
文
部
大
臣
に
申
請

す
る
必
要
が
あ
る
と
定
め
て
い
た
。
慶
應
義
塾
大
学
の
大
学
設
立
に
関
す
る
認
可
申
請
書
に
は
、
大
学
予
科
に
つ
い
て
の
事
項
が

明
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
現
時
点
で
は
同
大
学
の
設
立
認
可
申
請
書
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
本
論
文
で
は
、
同
大
学
と
同
時
に
設
立
認
可
が
審
議
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
設
立
認
可
申
請
書
中
の
大
学
予
科
に
つ

い
て
の
記
載
事
項
を
参
照
し
つ
つ
、
学
内
誌
や
新
聞
記
事
等
か
ら
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
内
容
を
探
り
た
い
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
九
月
一
〇
日
付
で
提
出
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
設
立
認
可
申
請
書
中
、
大
学
予
科
に
関
す
る
記
載
事

項
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
（
15
）

い
た
。

す
な
わ
ち
、
①
「
学
則
」、
②
「
位
置
及
校
地
」、
③
「
校
舎
ノ
図
面
及
建
設
ノ
設
計
」、
④
「
在
学
者
定
数
」、
⑤
「
専
任
教
員

数
」、
⑥
「
開
設
日
」、
⑦
「
経
費
及
維
持
ノ
方
法
」、
⑧
「
合
級
教
授
及
其
学
科
目
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
の
な
か
で
、
慶

應
義
塾
大
学
の
大
学
予
科
に
関
し
て
学
内
誌
や
新
聞
記
事
等
か
ら
把
握
で
き
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
三
一
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
、「
慶
應
大
学
申
請
」
と
し
て
同
大
学
が
大
学
設
立

認
可
申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と
を
報
（
16
）

じ
た
。
同
紙
に
よ
る
と
、
同
大
学
予
科
は
「
新
高
等
学
校
令
に
準
拠
し
学
級
数
及
定
員
等
も
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大
体
規
定
通
り
」
で
あ
る
と
報
じ
て
お
り
、
前
述
の
大
学
予
科
の
学
級
定
員
の
規
定
に
従
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
同

日
の
『
三
田
新
聞
』
で
は
、
大
学
予
科
の
在
学
者
数
は
三
学
年
の
合
計
が
約
三
千
名
で
あ
り
、
そ
れ
を
七
十
五
組
に
分
け
る
こ
と

を
報
じ
て
（
17
）

い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
大
学
予
科
の
「
在
学
者
定
数
」
は
、
約
三
千
名
と
し
て
、
一
学
級
四
十
人
の
七
十
五
学
級
に
編

成
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
校
舎
に
関
し
て
は
「
予
科
教
室
二
十
七
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
」
の
校
舎
を
新
築
す
る

こ
と
が
報
じ
ら
（
18
）

れ
た
。

次
に
「
専
任
教
員
数
」
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
伝
え
る
も
の
は
資
料
上
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
同
大
学
が
一
九
二
三

（
大
正
十
二
）
年
五
月
二
五
日
付
で
提
出
し
た
「
大
学
予
科
教
員
専
任
数
兼
任
数
割
合
改
定
認
可
申
請
」
書
に
よ
（
19
）

る
と
、
専
任
教

員
は
「
五
十
人
ヲ
七
十
人
」
に
、「
兼
任
者
」
は
「
二
十
七
人
ヲ
七
人
」
に
改
定
し
た
と
明
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
立
認
可

申
請
時
の
「
専
任
教
員
数
」
は
五
十
人
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
早
稲
田
大
学
の
大
学
予
科
（
早
稲
田
高
等
学
院
と
称

し
た
）
は
、「
在
学
者
定
数
」
が
千
八
百
名
で
一
学
級
四
十
人
の
四
十
五
学
級
で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
同
大
学
予
科
の
「
専

任
教
員
数
」
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

続
い
て
、「
学
則
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
八
日
付
で
提
出
さ
れ
た
「
慶
応
義
塾
大
学
学
則
」
に
は
、
大
学
予
科
に
女
性
を
入
学
さ
せ
る
構

想
が
あ
っ
た
こ
と
が
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
（
20
）

い
る
。
設
立
認
可
申
請
時
の
学
部
及
び
大
学
予
科
の
入
学
資
格
規
定

は
次
の
よ
う
で

（
21
）

あ
っ
た
。

第
十
四
条

各
学
部
第
一
学
年
ニ
入
学
ス
ル
ヲ
得
ル
者
ハ
本
大
学
予
科
ヲ
修
了
シ
タ
ル
者
ト
ス

但
シ
高
等
学
校
高
等
科
ヲ
卒
へ
タ
ル
者
ハ
欠
員
ア
ル
場
合
ニ
限
リ
第
一
学
年
ニ
入
学
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
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第
十
五
条
（
省
略
―
引
用
者
）

第
十
六
条

予
科
第
一
学
年
ニ
入
学
ス
ル
ヲ
得
ル
者
ハ
本
塾
普
通
部
又
ハ
中
学
校
ノ
第
四
学
年
終
了
者
、
高
等
学
校
尋
常
科

修
了
者
、
高
等
女
学
校
卒
業
者
、
高
等
普
通
学
校
卒
業
者
、
高
等
学
校
入
学
資
格
試
験
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
専
門

学
校
入
学
者
検
定
規
程
ニ
依
リ
、
試
験
検
定
ニ
合
格
シ
タ
ル
者
、
文
部
大
臣
ニ
於
テ
高
等
学
校
高
等
科
ノ
入
学

ニ
関
シ
指
定
シ
タ
ル
者
、
文
部
大
臣
ニ
於
テ
一
般
ノ
専
門
学
校
ノ
入
学
ニ
関
シ
中
学
校
卒
業
者
ト
同
等
以
上
ノ

学
力
ア
リ
ト
指
定
シ
タ
ル
者
ト
ス
（
傍
線
部
―
引
用
者
）

右
の
よ
う
に
大
学
予
科
の
入
学
資
格
者
と
し
て
第
十
六
条
に
「
本
塾
普
通
部
又
ハ
中
学
校
ノ
第
四
学
年
終
了
者
」
と
と
も
に
、

「
高
等
女
学
校
卒
業
者
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
女
性
へ
の
門
戸
開
放
の
考
察
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
行
研
究
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
の
で
詳
説
は
し
な
い
が
、
同
大
学
塾
長
の
鎌
田
栄
吉
は
、
大
学
予
科
に
女
性
を
開
放
す
る
計
画
に
つ
い
て
、「
今
度

大
学
部
予
科
規
則
を
改
正
し
た
結
果
、
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
た
女
子
は
競
争
試
験
の
上
男
子
と
同
様
予
科
一
年
に
入
学
す
る
事

を
得
る
様
に
な
つ
た
」
と
述
べ
、
い
ま
だ
「
文
部
省
の
方
の
指
令
」
が
な
い
の
で
確
定
し
た
訳
で
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
許
可

さ
え
あ
れ
ば
「
来
る
四
月
の
新
学
期
か
ら
実
施
す
る
」
意
向
で
あ
り
、「
時
代
の
進
軍
に
伴
ひ
修
学
上
男
女
の
区
別
を
撤
廃
し
」、

「
特
別
の
設
備
も
科
程
も
拵
へ
る
の
で
は
な
い
、
各
科
を
通
じ
て
何
等
男
女
学
生
間
の
区
別
を
設
け
ず
一
様
に
教
へ
る
」
と
伝
え

て
（
22
）

い
た
。

こ
の
よ
う
に
鎌
田
は
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
設
立
時
に
男
女
の
修
学
上
の
区
別
を
な
く
し
、
予
科
段
階
か
ら
女
性
の
入
学
を
認

め
る
計
画
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
五
月
五
日
制
定
認
可
の
「
学
則
」
第
十
六
条

で
は
、
こ
の
予
科
入
学
資
格
者
の
規
定
か
ら
は
「
高
等
女
学
校
卒
業
者
」
な
ど
は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
予
科
へ
の
女
子
入
学
否
認
の
理
由
と
し
て
は
、
大
学
予
科
か
ら
の
開
放
が
女
性
の
大
学
教
育
の
本
格
的
な
制
度
化
に
直
結

す
る
と
い
う
懸
念
を
持
っ
た
文
部
省
の
強
固
な
反
対
と
大
学
予
科
が
準
拠
す
べ
き
高
等
学
校
令
は
「
男
子
ノ
高
等
普
通
教
育
ヲ
完

成
」
す
る
と
の
目
的
規
定
を
も
ち
、
男
子
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
と
い
う
法
規
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
た
も
の
で

（
23
）

あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
入
学
資
格
者
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
戦
前
に
お
い
て
他
に
例
を
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
規
定
と
し
て
注

目
す
べ
き
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
慶
應
義
塾
が
大
学
令
や
高
等
学
校
令
な
ど
の
関
係
法
規
を
い
か
に
解
釈
し
て
い
た
の
か
を
示
す
も

の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で

（
24
）

あ
っ
た
。

二

慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
学
科
課
程

（
一
）
専
門
学
校
令
下
の
予
科
の
学
科
課
程

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
設
立
認
可
申
請
書
中
で
明
記
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
予
科
は
、
た
し
か
に
そ
の
入
学
資
格
規
定
で
女

性
の
入
学
を
め
ぐ
る
構
想
も
あ
っ
た
が
、
生
徒
定
数
の
規
定
や
専
任
教
員
の
確
保
、
そ
の
他
の
施
設
設
備
面
の
充
実
な
ど
は
関
係

法
規
に
準
拠
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
本
論
文
の
課
題
で
あ
る
学
科
課
程
に
つ
い
て
は
、
は
た
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
大
学
予
科
の
学
科
課
程
を
検
討
す
る
ま
え
に
専
門
学
校
令
下
の
予
科
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
予
科
の
学
科
課

程
は
次
の
と
お
り
で

（
25
）

あ
っ
た
。
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表 2 慶應義塾予科課程（文学科）

毎週授業時数

第二学年

一

一〇

（文学及哲学
志望者ニ限
ル） 二

六

（文学志望者
ニ限ル） 二

二

二

二

（史学志望者
ニ限ル） 三

（史学志望者
ニ限ル） 三

（哲学志望者
ニ限ル 但シ
本科目ト心理
トノ一ヲ選ブ
コトヲ得）
二

（隔週一回）

哲学 二七

文学 二七

史学 二九

第一学年

一

一〇

（文学及哲学
志望者ニ限
ル） 二

四

二

二

二

三

（史学志望者
ニ限ル） 二

（哲学志望者
ニ限ル） 二

（隔週一回）

哲学 二八

文学 二六

史学 二六

科目＼学年

倫理

英語

英文学

独語或ハ仏語

国文

漢文

論理

心理

歴史

地理

経済学原理

法学通論

数学

日本作文

計

表 1 慶應義塾予科課程（理財
科、法律科、政治科）

毎週授業時数

第二学年

一

一〇

三

二

三

三

（選択科目）
二

二

（隔週一回）

二六

第一学年

一

一〇

四

三

二

二

二

二

（隔週一回）

二六

科目＼学年

倫理

英語

独語或ハ仏語

歴史

地理

論理

漢文

数学

経済学原理

法学通論

心理又ハ数学

簿記

日本作文

計
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右
の
よ
う
に
、
専
門
学
校
令
下
の
予
科
は
各
科
の
進
学
に
応
じ
た
学
科
課
程
の
編
成
を
と
っ
て
お
り
、
修
業
年
限
は
二
年
制
で

あ
っ
た
。
こ
の
慶
應
義
塾
の
予
科
と
他
の
私
立
高
等
教
育
機
関
の
予
備
教
育
課
程
、
ま
た
は
高
等
学
校
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
は

別
稿
で
論
じ
る
こ
と
に
し
て
、
本
論
文
で
は
こ
の
予
科
の
学
科
課
程
が
、
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
予
科
で
ど
の
よ
う
に
改
編
さ
れ

た
の
か
に
注
目
し
よ
う
。

同
校
の
動
き
を
報
じ
る
『
三
田
新
聞
』
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
二
九
日
付
で
次
の
よ
う
な
記
事
を
載
せ
て
（
26
）

い
る
。

大
学
予
科
の
制
度
も
新
大
学
令
適
用
と
共
に
大
改
造
を
加
へ
従
来
法
政
理
財
文
医
の
各
科
二
年
制
を
三
年
制
に
延
長
し
中
学

四
年
終
了
者
の
入
学
を
許
可
し
科
目
に
於
て
も
基
礎
科
学
の
養
成
に
一
層
力
を
用
ひ
経
済
学
部
法
学
部
に
あ
り
て
は
従
来
の

科
目
に
哲
学
生
物
学
及
国
語
を
加
へ
文
学
部
に
哲
学
医
学
部
に
心
理
学
理
論
化
学
国
漢
文
の
諸
科
目
を
添
加
し
た
り
。
か
く

て
本
科
予
科
を
通
じ
て
学
科
目
は
著
し
く
拡
大
せ
ら
れ
そ
の
内
容
は
亦
頗
る
充
実
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
べ
し

表 3 慶應義塾予科課程（医学
部）

毎週授業時数

第二学年

一

一〇

三

二

講義 三

実験 三

講義 三

実験 三

講義 二

実験 二

三二

出典：『慶應義塾総覧 大正六
年九月印刷』により作成。

第一学年

一

一二

三

五

三

三

講義 一

実験 四

（隔週）

三二

科目＼学年

修身

独語

英語

羅甸語

数学

物理

化学

動植物

日本作文

計
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こ
の
記
事
で
は
、
大
学
令
に
基
づ
い
て
専
門
学
校
令
下
の
予
科
を
改
編
し
、
そ
の
修
業
年
限
を
二
年
か
ら
三
年
に
延
長
し
て

「
中
学
校
第
四
学
年
終
了
者
」
を
入
学
資
格
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
各
学
部
進
学
に
応
じ
た
課
程
を
設
け
て
、
新
た
な
学
科
目
を

設
置
す
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
特
に
、
学
科
目
に
つ
い
て
は
、「
基
礎
科
学
の
養
成
」
を
重
視
し
て
、
経
済
学
部
と
法
学
部
に

進
学
す
る
大
学
予
科
に
は
「
哲
学
」、「
生
物
学
」、「
国
語
」
の
学
科
目
を
、
文
学
部
に
進
学
す
る
大
学
予
科
に
は
「
哲
学
」
の
学

科
目
を
、
医
学
部
に
進
学
す
る
大
学
予
科
に
は
「
心
理
学
」、「
理
論
化
学
」、「
国
漢
文
」
の
学
科
目
を
そ
れ
ぞ
れ
設
け
る
と
い
う

の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
『
三
田
新
聞
』
に
よ
る
予
科
の
改
編
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
日
付
は
、
同
大
学
が
大
学
設
立
の
認
可
を
得
る
前
日
で

あ
る
の
で
、
同
大
学
の
設
立
認
可
申
請
書
中
で
明
記
さ
れ
た
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
内
容
を
探
る
場
合
、
認
可
を
得
た
「
慶
応

義
塾
大
学
学
則
」
を
み
る
と
そ
の
内
容
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
前
述
の
女
性
の
入
学
資
格
者
が
明
記
さ
れ
た
「
学
則
」
に
は
、
大
学
予
科
の
学
科
課
程
が
明
記
さ
れ
て
（
27
）

お
り
、
こ
の
学

科
課
程
の
内
容
と
認
可
を
得
た
「
学
則
」
中
の
そ
れ
を
確
認
す
れ
ば
、
設
立
認
可
申
請
時
の
学
科
課
程
の
編
成
を
め
ぐ
る
審
査
の

様
相
が
把
握
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
認
可
を
得
た
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
大
学
予
科
の
学
科
課
程

大
学
設
立
認
可
申
請
後
の
動
向
を
た
ど
る
こ
と
に
す
る
。
慶
應
義
塾
の
大
学
設
立
に
関
す
る
認
可
申
請
書
は
、
東
京
府
庁
を
通

じ
て
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
九
月
九
日
に
文
部
省
に
到
達
し
た
。
同
省
で
は
、
大
阪
医
科
大
学
と
早
稲
田
大
学
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
「
省
吏
を
派
遣
し
て
三
校
の
設
備
、
基
金
等
に
つ
き
実
施
調
査
」
を

（
28
）

行
っ
た
。

大
学
設
立
認
可
を
得
る
ま
で
に
は
、
こ
の
「
実
地
調
査
」
を
含
む
文
部
省
の
審
査
や
臨
時
教
育
委
員
会
の
審
議
が
必
要
で
あ
っ
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た
。
同
委
員
会
が
慶
應
義
塾
大
学
の
設
立
に
つ
い
て
審
議
し
た
の
は
、
翌
二
〇
年
の
一
月
一
七
日
と
二
〇
日
で
あ
っ
た
。
な
お
、

前
年
の
一
二
月
に
行
わ
れ
た
「
実
地
審
査
（
29
）

」
で
、
同
大
学
は
、
大
学
「
予
科
に
充
分
の
力
を
注
」
ぐ
と
し
て
、
前
述
し
た
よ
う
に

三
階
建
て
の
予
科
教
室
を
新
築
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
。

一
七
日
の
審
査
で
は
慶
應
義
塾
大
学
と
早
稲
田
大
学
の
設
立
に
つ
い
て
、
同
委
員
会
委
員
で
あ
っ
た
沢
柳
政
太
郎
な
ど
か
ら
、

「
私
立
大
学
設
立
に
関
す
る
一
般
的
質
問
並
に
前
記
両
大
学
の
内
容
に
関
し
種
々
質
問
」
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
両
「
大
学
の
設

立
認
可
は
文
部
省
に
お
い
て
も
大
学
令
に
よ
る
私
立
大
学
設
立
認
可
の
最
初
の
問
題
」
で
あ
る
た
め
「
他
の
私
立
大
学
認
否
の
標

準
」
と
し
て
、「
猶
充
分
」
な
審
議
が
必
要
で
あ
る
と
（
30
）

さ
れ
、
次
の
二
〇
日
に
両
大
学
の
学
部
や
学
科
目
の
「
範
囲
」、
基
本
財
産

額
、
専
任
教
員
並
び
に
両
大
学
の
「
精
神
教
育
の
程
度
如
何
等
」
が
審
議
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
両
大
学
は
「
満
場
一
致
」
で
設
立

認
可
が
可
決
さ
（
31
）

れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
慶
應
義
塾
と
早
稲
田
の
両
大
学
は
、
私
立
大
学
の
最
初
と
し
て
「
慎
重
に
審
議
」
さ
れ
た
。
審
議
の
過
程
で
大

学
予
科
の
内
容
に
つ
い
て
も
諸
規
定
に
準
拠
し
て
い
る
こ
と
が
厳
格
に
審
査
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で
大
学
予
科
の
学
科

課
程
に
つ
い
て
は
、
委
員
か
ら
修
正
点
を
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
決
定
的
資
料
は
見
出
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
慶
應
義
塾
大
学

予
科
の
学
科
課
程
は
認
可
申
請
時
の
も
の
が
認
可
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
慶
應
義
塾
大
学
が
設
立
認
可
を
申
請
し
た
際
の
「
学
則
」
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
整
備
さ
（
32
）

れ
て
、
同
大
学
は
、
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
の
三
月
六
日
付
で
「
学
則
」
制
定
の
申
請
を
行
い
、
同
年
五
月
五
日
付
で
そ
れ
ら
が
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
五
月
に

認
可
さ
れ
た
「
慶
応
義
塾
大
学
学
則
」
を
み
（
33
）

る
と
、
同
大
学
は
文
学
、
経
済
学
、
法
学
及
び
医
学
部
の
四
学
部
か
ら
な
り
、
大
学

予
科
の
修
業
年
限
三
年
制
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
学
予
科
の
教
育
目
的
は
、「
高
等
普
通
教
育
ヲ
施
ス
ト
同
時
ニ
各
学
部
ニ
入
ル
ニ
必
要
ナ
ル
予
備
学
科
ヲ
教
授
ス
」

大学令下における慶應義塾大学の大学予備教育に関する一考察
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（
第
二
条
）
と
定
め
て
い
た
。
こ
れ
は
専
門
学
校
令
下
の
予
科
が
、「
学
則
」
で
「
本
科
ニ
入
ル
ニ
必
要
ナ
ル
学
術
ヲ
教
授
」
す
る

と
定
め
て
い
た
こ
と
か
ら
変
更
さ
れ
た
点
で

（
34
）

あ
っ
た
。
な
お
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
大
学
予
科
入
学
資
格
規
定
か
ら
「
高
等
女
学

校
卒
業
者
」
な
ど
は
削
除
さ
れ
て
い
た
。

続
い
て
、
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
次
の
よ
う
で

（
35
）

あ
っ
た
。

表 4 慶應義塾大学予科 第 1班 文学部

毎週授業時数

第三学年

一

二

二

一〇

三

二

二

三

三

哲学 二六

文学 二八

史学 二八

（備考） 哲学志望者ニハ「地理二」ヲ除キ
「独語二」ヲ加ヘ、第三学年ニテ「漢文二」
ヲ除ク

第二学年

一

二

二

一〇

四

三

二（哲学志
望 者 ニ 限
ル）

二

二

哲学 二八

文学 二六

史学 二六

第一学年

一

二

二

一〇

四

三

二（史学志
望 者 ニ 限
ル）

二

二

哲学 二六

文学 二六

史学 二八

科目＼学年

修身

国語

漢文

英語及英文学

独語又ハ仏語

歴史

地理

数学

生物学

心理

論理

哲学

経済原論

法学通論

計

256



表 6 慶應義塾大学予科 第 2班 医学部

毎週授業時数
第三学年
一

一〇
三
二

講義 三
実験 四

一
講義 二
実験 四

三〇

出典：『慶應義塾 150年史資料集』により作成。

第二学年
一

八
三

三

三

講義 三
実験 四

講義 二
実験 四

三一

第一学年
一
三
一〇
五

四

三

二
二八

科目＼学年
修身
国語及漢文
独逸語
英語
羅甸語
数学

物理学

化学

理論化学

動植物学

心理学
計

表 5 慶應義塾大学予科 第 1班 経済学
部・法学部

毎週授業時数
第三学年
一
一
九
三
二

一

二
三
三
二
二六乃至二七

（1） 法律学科ハ「独語又ハ仏語」ヲ独語トシ
「地理二」ヲ除キ「独語二」ヲ加フ

（2） 三学年ノ数学ハ経済学部志望者ニ限ル

第二学年
一
三
九
四
三

二
二
二

二六

第一学年
一
三
九
四
三
二
二

二

二六

科目＼学年
修身
国語漢文
英語
独語又ハ仏語
歴史
地理
数学
生物学
心理、論理
哲学
経済原論
法学通論
簿記
計



こ
の
よ
う
に
慶
應
義
塾
大
学
予
科
は
、
文
科
系
学
部
に
進
学
す
る
第
一
班
と
医
学
部
に
進
学
す
る
第
二
班
に
わ
け
ら
れ
、
さ
ら

に
第
一
班
の
学
科
課
程
は
文
学
部
進
学
希
望
者
と
経
済
学
部
・
法
学
部
進
学
希
望
者
と
い
う
よ
う
に
進
学
先
の
専
攻
に
よ
っ
て
わ

け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
専
門
学
校
令
下
の
予
科
が
各
科
の
進
学
先
に
応
じ
た
学
科
課
程
の
編
成
を
と
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
学
令

に
基
づ
く
大
学
予
科
で
も
進
学
予
定
学
部
に
あ
わ
せ
た
学
科
課
程
の
編
成
を
と
る
こ
と
が
引
き
継
が
れ
た
と
言
え
る
。

大
学
予
科
の
学
科
課
程
を
専
門
学
校
令
下
の
予
科
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
修
業
年
限
の
延
長
に
伴
い
各
学
科
目
の
授
業
時
数

も
増
え
、
さ
ら
に
文
学
部
に
進
学
す
る
課
程
や
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程
に
「
生
物
学
」
を
、
経
済
学
部
・
法
学
部

に
進
学
す
る
課
程
や
医
学
部
に
進
学
す
る
課
程
に
「
国
語
漢
文
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
高
等
学
校
規
程
に
準
拠
し
て
整
備
さ
れ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、
専
門
学
校
令
下
の
各
課
程
に
配
置
さ
れ
て
い
た
「
日
本
作
文
」
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
慶
應
義
塾
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
慶
應
義
塾
全
体
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
幼
稚

舎
か
ら
大
学
部
に
及
ぶ
一
貫
教
育
体
制
を
整
（
36
）

え
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
普
通
部
か
ら
大
学
部
に
進
学
す
る
場
合
、
大
学
部
の
入

学
資
格
は
普
通
部
の
五
年
卒
業
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
大
学
令
下
の
大
学
予
科
で
は
、
普
通
部
の
第
四
学
年
修
了
者
を
入
学
資
格
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
普
通

部
五
年
卒
業
で
は
な
く
、
普
通
部
四
年
修
了
で
大
学
予
科
に
進
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
普
通
部
第
五
学
年
に
設
置
さ
れ
た
学
科
目
と
そ
れ
ら
の
毎
週
授
業
時
数
を
、
右
記
の
大
学
予
科
第
一
学
年
の
そ
れ
と

比
較
す
る
と
、
普
通
部
の
第
五
学
年
は
、「
修
身
」
が
一
時
間
、「
国
文
」
が
二
時
間
、「
漢
文
」
が
一
時
間
、「
英
語
」
が
九
時

間
、「
東
洋
史
」
が
二
時
間
、「
代
数
幾
何
」
が
二
時
間
、「
三
角
法
」
が
三
時
間
、「
地
文
」
が
二
時
間
、「
物
理
」
が
三
時
間
、

「
化
学
」
が
三
時
間
、「
体
操
」
が
三
時
間
の
計
三
一
時
間
で
（
37
）

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
普
通
部
第
五
学
年
で
は
、「
代
数
幾
何
」
や

「
三
角
法
」
の
学
科
目
を
設
置
し
、
さ
ら
に
「
物
理
」
や
「
化
学
」
の
学
科
目
も
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。
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一
方
の
大
学
予
科
の
第
一
学
年
に
は
、
特
に
、
第
一
班
の
文
学
部
に
進
学
す
る
課
程
と
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程

で
、「
物
理
」
や
「
化
学
」
は
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
学
科
目
は
、
第
二
学
年
、
第
三
学
年
で
も
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
一
班
、
第
二
班
と
も
に
、「
心
理
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
学
予
科
の
第
一
学
年
で
は
、
普
通
部
の
第
五
学
年
の
学
科
課
程
と
は
異
な
っ
た
学
科
目
を
設
置
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
同
大
学
の
予
備
教
育
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
極
め
て
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
同
大
学
の
一
貫
教
育
体
制
を
踏
ま
え
つ
つ
、
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
記
の
大
学
予
科
の
学
科
課
程
を
み
る
と
、
前
述
の
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
一
月
二
九
日
付
で
『
三
田
新
聞
』

が
報
じ
た
大
学
予
科
の
学
科
目
は
、
た
し
か
に
各
班
の
学
科
課

程
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
女
性
の
入
学
資
格

者
が
明
記
さ
れ
た
「
学
則
」
中
の
大
学
予
科
の
学
科
課
程
も
、

右
記
の
学
科
課
程
と
同
一
の
も
の
が
明
記
さ
れ
て
（
38
）

い
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三
月
六
日
付
の

「
学
則
」
制
定
申
請
で
他
の
事
項
に
変
更
点
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
同
大
学
が
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
八
月
八
日
付
で
提
出

し
た
大
学
設
立
認
可
申
請
書
中
で
明
記
さ
れ
た
大
学
予
科
の
学

科
課
程
は
、
右
記
と
同
じ
学
科
課
程
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で

は
あ
る
ま
い
か
。

続
け
て
、
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し

表 7 高等学校高等科文科の学科課程

毎週授業時数
第三学年
一
五
八
（四）
四

三
二
二

三
二八 （三二）

第二学年
一
五
八
（四）
五

二
二

三
三
二九 （三三）

第一学年
一
六
九
（四）
三
二

三
二
三
二九 （三三）

科目＼学年

修身
国語及漢文
第一外国語
第二外国語
歴史
地理
哲学概説
心理及論理
法制及経済
数学
自然科学
体操
計
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た
い
。
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う

に
各
班
の
学
科
課
程
の
編
成
は

高
等
学
校
規
程
に
準
拠
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
高
等
学
校
規
程
で

定
め
ら
れ
た
学
科
課
程
を
確
認

す
る
と
、
高
等
学
校
高
等
科
の

そ
れ
は
文
科
の
課
程
と
理
科
の

課
程
に
大
別
し
て
上
記
の
よ
う

に
設
定
さ
れ
て
（
39
）

い
た
。

こ
こ
で
高
等
学
校
高
等
科
の

学
科
課
程
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お

き
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
近
代
日
本
の
教
育
制
度
に
お
い
て
、
中
学
校
と
大
学
の
間
に
は
、
高
等
学
校
（
高
等
中
学
校
）
が
置
か

れ
て
お
り
、
こ
の
高
等
学
校
の
教
育
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
と
い
う
問
題
は
学
制
改
革
問
題
の
重
要
な
論
議
の
一
つ
で

あ
っ
た
。
そ
れ
が
臨
時
教
育
会
議
で
、
高
等
学
校
の
教
育
目
的
を
「
予
備
教
育
」
で
は
な
く
、「
高
等
普
通
教
育
」
と
定
め
る
こ

と
で
、
一
応
の
決
着
を
み
た
の
で

（
40
）

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
の
高
等
学
校
令
以
来
、
高
等
学
校
の
性
格

を
め
ぐ
る
論
議
に
対
し
て
、
法
制
上
に
一
つ
の
結
着
を
与
え
た
の
が
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
の
高
等
学
校
令
で

（
41
）

あ
っ
た
。
再

三
述
べ
る
よ
う
に
高
等
学
校
は
、
教
育
目
的
を
「
男
子
ノ
高
等
普
通
教
育
ヲ
完
成
ス
ル
」
と
定
め
た
。

表 8 高等学校高等科理科の学科課程

毎週教授時数
第三学年
一

六
（四）
四（二）
講義 三

五
実験 二
講義 三

五
実験 二
講義 二

四
実験 二

（二）
三
二八 （三二）

出典：『近代日本教育関係法令体系』（2009年）によ
り作成。

第二学年
一
二
六
（四）
四

三

三

二

二

二
三
二八 （三二）

第一学年
一
四
八
（四）
四

二

二

二
二
三
二八 （三二）

科目＼学年

修身
国語及漢文
第一外国語
第二外国語
数学

物理

化学

植物及動物

鉱物及地質
心理
法制及経済
図画
体操
計
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こ
う
し
て
高
等
学
校
高
等
科
の
学
科
課
程
は
、
文
科
で
も
自
然
科
学
系
科
目
を
履
修
さ
せ
、
理
科
で
も
人
文
科
学
系
科
目
を
履

修
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
文
、
社
会
、
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
学
科
目
構
成
と

（
42
）

な
っ
た
。
慶
應
義
塾
大
学
の
大
学
予
科
が
「
基
礎
科

学
の
養
成
」
を
重
視
し
つ
つ
、
文
学
部
に
進
学
す
る
課
程
や
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程
に
「
生
物
学
」
を
、
医
学
部

に
進
学
す
る
課
程
に
「
国
語
及
漢
文
」
を
設
置
し
て
い
た
の
も
こ
れ
に
拠
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
、
右
記
の
高
等
学
校
高
等
科
の
学
科
課
程
と
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と
、
科
目
名
称
・
教
科
の
配
列
順

序
・
学
年
配
当
の
毎
週
授
業
時
数
で
違
い
が
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
で
は
、
第
一
班
の
文
学
部
と
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程
で
、「
経
済
原
論
」
や

「
法
学
通
論
」
と
い
っ
た
高
等
学
校
高
等
科
文
科
の
学
科
目
と
は
名
称
の
違
っ
た
学
科
目
が
設
け
て
あ
る
。

さ
ら
に
、
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程
で
は
高
等
学
校
高
等
科
文
科
と
比
べ
て
「
数
学
」
の
授
業
時
数
が
多
い
。
ま

た
高
等
学
校
高
等
科
文
科
が
「
法
制
及
経
済
」
の
一
学
科
目
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程
に
は

「
経
済
原
論
」
と
「
法
学
通
論
」
の
二
つ
の
学
科
目
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
注
目
す
べ
き
点
は
、
経
済
学
部
・
法
学
部
に
進
学
す
る
課
程
で
は
高
等
学
校
高
等
科
文
科
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
「
簿

記
」
の
学
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
班
の
医
学
部
に
進
学
す
る
課
程
を
み
る
と
、
高
等
学
校
高
等
科
理
科
に
設

置
さ
れ
た
「
鉱
物
及
地
質
」、「
図
画
」
の
学
科
目
は
医
学
部
に
進
学
す
る
課
程
で
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
医
学
部
に
進

学
す
る
課
程
で
は
「
物
理
学
」、「
化
学
」、「
動
植
物
学
」
の
学
科
目
で
「
実
験
」
の
授
業
時
数
が
多
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
違
い
を
言
え
ば
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
は
各
班
と
も
外
国
語
の
授
業
時
数
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
、
高
等
学
校
規
程
に
準
拠
し
つ
つ
も
同
大
学
の
進
学
予
定
学
部
を
念
頭
に
お

い
た
編
成
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
な
お
、
同
大
学
予
科
の
設
立
時
に
は
「
体
操
」
は
設
け
て
い
（
43
）

な
い
。
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（
三
）
早
稲
田
高
等
学
院
の
学
科
課
程

一
方
で
慶
應
義
塾
大
学
と
同
時
に
設
立
認
可
が
審
議
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
既
述
し
た

よ
う
に
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
九
月
一
〇
日
付
で
文
部
省
に
提
出
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の
設
立
に
関
す
る
認
可
申
請
書
に
は
、

同
大
学
予
科
の
学
科
課
程
が
明
記
さ
れ
て
（
44
）

い
る
。
そ
の
学
科
課
程
の
内
容
は
、
修
正
点
の
な
い
ま
ま
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
三

月
三
一
日
付
で
「
学
則
」
制
定
と
し
て
認
可
さ
（
45
）

れ
た
。

筆
者
は
す
で
に
別
稿
で
早
稲
田
大
学
の
大
学
予
科
設
立
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
（
46
）

の
で
、
詳
細
な
説
明
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず

る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
同
大
学
予
科
設
立
時
の
学
科
課
程
が
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
（
47
）

こ
う
。

早
稲
田
大
学
は
大
学
予
科
を
早
稲
田
高
等
学
院
（
以
下
、
高
等
学
院
と
略
称
）
と
称
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
と
同
様
の
修

業
年
限
三
年
制
で
あ
っ
た
。
高
等
学
院
の
学
科
課
程
は
、
文
科
と
理
科
の
課
程
に
わ
か
れ
、
文
科
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
は
同
大

学
の
政
治
経
済
学
部
、
法
学
部
、
文
学
部
、
商
学
部
の
い
ず
れ
か
に
進
学
し
、
理
科
の
課
程
を
卒
業
し
た
者
は
理
工
学
部
に
進
学

す
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
高
等
学
院
は
文
科
と
理
科
の
二
つ
の
課
程
に
わ
か
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
学
科
課
程
は
外
国
語
の
選
択
に
若
干
の

配
慮
は
な
さ
れ
て
い
（
48
）

た
が
、
文
科
・
理
科
の
課
程
と
も
に
科
目
名
称
・
教
科
の
配
列
順
序
・
学
年
配
当
の
毎
週
授
業
時
数
が
、
高

等
学
校
規
程
に
定
め
ら
れ
た
そ
れ
と
同
一
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
早
稲
田
大
学
の
大
学
予
科
は
、
高
等
学
校
規
程
で
定
め
ら
れ
た
学
科
課
程
の
編
成
に
忠
実
に
準
拠
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
高
等
学
院
の
教
育
目
的
は
「
学
則
」
で
「
高
等
普
通
教
育
ヲ
授
ク
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」（
第
一
条
）
と
明
記
さ
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（
49
）

れ
た
。
な
お
、
専
門
学
校
令
下
で
設
置
さ
れ
て
い
た
同
大
学
の
予
科
（
高
等
予
科
と
称
し
た
）
は
、
第
一
部
（
政
治
経
済
学
科
）、

第
二
部
（
法
学
科
）、
第
三
部
（
文
学
科
）、
第
四
部
（
商
科
）、
第
五
部
（
理
工
科
）
の
五
部
に
わ
か
れ
、
大
学
部
各
科
の
進
学

先
に
応
じ
た
学
科
課
程
の
編
成
で
あ
っ
た
。
特
に
、
商
科
に
進
学
す
る
第
四
部
の
学
科
課
程
を
み
る
と
、「
簿
記
」
や
「
商
業
学
」

を
設
置
す
る
な
ど
慶
應
義
塾
の
予
科
と
同
様
に
大
学
部
進
学
に
応
じ
た
学
科
目
が
配
置
さ
れ
て
（
50
）

い
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
早
稲
田
大
学
は
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
予
科
の
設
置
に
際
し
て
、
高
等
学
院
の
学
科
課
程
を
関
係
法
規
に
き

わ
め
て
忠
実
に
準
拠
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
早
稲
田
大
学
の
高
等
学
院
と
比
較
す
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
が
「
学
則
」
で
教
育
目
的
を
「
高
等
普
通
教
育
ヲ

施
」
す
と
同
時
に
「
各
学
部
ニ
入
ル
ニ
必
要
ナ
ル
予
備
学
科
ヲ
教
授
」
す
る
と
明
記
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
同
大
学
予
科
の
各
班
の

学
科
課
程
が
進
学
予
定
学
部
に
応
じ
て
、
学
科
目
や
授
業
時
数
の
配
分
等
を
決
め
た
独
自
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
画
期
的
な

点
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
一
方
で
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
文
部
省
の
施
策
が
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
を
示
す
事
実
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
が
高
等
学
校
規
程
の
そ
れ
に
ど
こ
ま
で
準
拠
す

べ
き
か
の
許
容
範
囲
を
示
し
て
お
り
、
最
初
に
認
可
さ
れ
た
同
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
事
実
関
係
か
ら
推
測
す
る
と
、
大
学
予

科
の
学
科
課
程
は
、
学
科
目
や
授
業
時
数
の
配
分
等
に
若
干
の
変
更
が
認
め
ら
れ
、
一
定
の
内
容
・
水
準
で
あ
れ
ば
許
容
範
囲
と

し
て
、
個
別
大
学
予
科
に
独
自
の
学
科
課
程
を
編
成
す
る
余
地
を
残
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
生
徒
定
数

の
規
定
や
専
任
教
員
の
確
保
、
そ
の
他
の
施
設
設
備
面
は
厳
格
な
諸
規
定
に
準
拠
し
つ
つ
も
、
学
科
課
程
で
は
学
科
目
の
変
更
や

授
業
時
数
の
配
分
な
ど
は
個
別
大
学
予
科
が
、
そ
の
附
設
す
る
大
学
の
意
向
に
拠
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
成
を
行
う
こ
と
が
容
認

さ
れ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
（
51
）

ろ
う
。
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再
三
述
べ
る
よ
う
に
慶
應
義
塾
大
学
は
最
初
の
私
立
大
学
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
他
の
私
立
大
学
認
否
の
標

準
」
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
「
慎
重
に
審
議
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
審
査
過
程
で
は
同
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
対
し
て
関
係

者
か
ら
修
正
点
が
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
見
出
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
文
部
省
は
慶
應
義
塾
を
最
初
と
し
て
、
私
立
大

学
予
科
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
個
別
大
学
の
意
向
を
あ
る
程
度
容
認
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
予
科
の
設
立
に
お
い
て
、
最
初
の
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
、
慶
應
義

塾
大
学
予
科
の
よ
う
に
進
学
予
定
学
部
に
あ
わ
せ
て
複
数
の
課
程
に
わ
け
た
も
の
と
早
稲
田
大
学
の
高
等
学
院
の
よ
う
に
高
等
学

校
規
程
に
準
拠
し
て
文
科
の
課
程
と
理
科
の
課
程
に
わ
け
た
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
は
、
附
設
す
る
学
部
教
育
の
た
め
の
「
予
備
学
科
」
と
な
る
学
科
目
が
設
置
さ
れ

て
い
た
。

な
お
、
こ
う
し
た
附
設
す
る
大
学
教
育
の
た
め
に
大
学
予
科
に
独
自
な
学
科
目
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
他
の
個
別
大
学
予
科
で

も
容
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
個
別
大
学
予
科
の
学
科
課
程
に
つ
い
て
の
全
体
的
な
考
察
は
別
稿
で
論
じ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
大

学
予
科
に
お
い
て
独
自
な
学
科
目
を
設
置
し
た
個
別
大
学
予
科
を
例
示
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
よ
う
に
、
経
済
学
系
の
課
程
を
設
け
た
明
治
大
学
（
52
）

予
科
、
法
政
大
学
（
53
）

予
科
、
中
央
大
学
（
54
）

予
科
、
専

修
大
学
（
55
）

予
科
、
立
教
大
学
（
56
）

予
科
な
ど
で
も
「
簿
記
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
立
教
大
学
予
科
の
商
科
課
程
に
は
「
簿

記
」
の
ほ
か
に
「
珠
算
」
を
設
け
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
「
修
身
」
と
は
別
に
「
基
督
教
概
説
」
を
設
け
た
関
西
学
院
大
学
（
57
）

予
科
、

「
哲
学
及
教
育
学
」
を
設
け
た
上
智
大
学
（
58
）

予
科
、
さ
ら
に
は
「
実
習
実
験
の
部
」
と
し
て
「
農
場
実
習
」
や
「
動
物
実
験
」
な
ど

を
設
け
た
東
京
農
業
大
学
（
59
）

予
科
、
ま
た
は
仏
教
系
大
学
で
は
、
龍
谷
大
学
（
60
）

予
科
、
高
野
山
大
学
（
61
）

予
科
に
は
「
仏
教
学
」、
大
正
大

学
（
62
）

予
科
に
は
「
仏
教
概
説
」、
大
谷
大
学
（
63
）

予
科
に
は
「
仏
典
基
礎
学
」
な
ど
の
学
科
目
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
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お
わ
り
に

本
論
文
の
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
大
学
令
に
基
づ
き
設
立
認
可
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
予
科
は
進
学
予
定
学
部
に
あ
わ
せ

て
複
数
の
課
程
に
わ
け
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
同
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
科
目
名
称
・
教
科
の
配
列
順
序
・
学
年
配
当
の
毎

週
授
業
時
数
が
高
等
学
校
規
程
に
準
拠
し
な
が
ら
も
独
自
な
も
の
で
あ
っ
た
。

戦
前
の
教
育
課
程
は
国
家
の
強
い
統
制
・
管
理
の
下
に
あ
り
、
文
部
省
は
各
学
校
段
階
の
教
育
水
準
維
持
の
た
め
に
詳
細
な
基

準
を
設
け
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
特
に
大
学
令
下
の
大
学
予
科
は
、
高
等
学
校
高
等
科
の
諸
規
定
に
準
拠
し
、
そ
の
内

容
を
詳
細
に
規
定
し
て
い
た
。

だ
が
、
大
学
予
科
の
学
科
課
程
は
高
等
学
校
規
程
を
原
則
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
許
容
範
囲
で
自
主
編
成
が
で
き
る
余
地
が

個
別
大
学
予
科
に
残
さ
れ
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
学
科
課
程
が
独
自
な
編
成
を
行
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
同
大
学
予
科
の
「
学
則
」
に
は
教
育
目
的
を
「
高
等
普
通
教
育
」
を
施
す
と
し
な
が
ら
も
「
各
学
部
ニ
入
ル
ニ
必
要
ナ
ル

予
備
学
科
ヲ
教
授
」
す
る
と
明
記
し
た
こ
と
は
、
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
編
成
に
個
別
大
学
の
独
自
性
が
反
映
し
う
る
余
地
が

あ
る
こ
と
を
文
部
省
が
容
認
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
こ
で
文
部
省
が
こ
う
し
た
慶
應
義
塾
大
学
予
科
の
独
自
性
を

ど
の
よ
う
な
理
由
で
容
認
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
の
教
育
理
念
に
対
す
る
文
部
省
の
認

識
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
も
含
め
て
そ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
慶
應
義
塾
大
学
予
科
設
立
時
の
学
科
課
程
は
、
私
立
大
学
予
科
の
教
育
内
容
面
に
と
っ
て
重
要
な

意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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本
論
文
に
続
く
課
題
と
し
て
、
慶
應
義
塾
の
大
学
予
科
教
育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
四
月
に
慶
應
義
塾
の
予
科
主
任
田
中
萃
一
郎
は
、
大
学
令
に
基
づ
く
大
学
設
立
に
よ

り
、
制
度
上
同
等
と
な
る
「
官
立
」
学
校
に
「
引
け
を
取
ら
ぬ
と
云
ふ
心
懸
を
持
た
る
る
事
を
望
む
」
と
、
生
徒
に
語
っ
て

（
64
）

い
る
。
さ
ら
に
翌
年
の
四
月
に
は
、
田
中
は
「
元
来
官
私
学
校
の
差
別
は
全
然
形
式
上
の
も
の
で
あ
つ
て
其
内
容
に
於
い
て
は
決

し
て
違
は
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
、「
官
学
は
入
学
試
験
が
難
か
し
い
代
り
に
在
学
中
は
案
外
進
級
が
容
易
で
あ
る
」
が
、
慶
應

義
塾
は
「
仮
令
入
学
試
験
が
難
か
し
く
と
も
入
学
後
楽
に
進
級
せ
し
め
る
様
な
事
は
出
来
な
い
（
65
）

」
と
、
生
徒
に
語
っ
て
い
た
。

大
学
の
「
昇
格
」
を
認
可
さ
れ
た
私
立
大
学
は
、
再
三
述
べ
る
よ
う
に
高
等
学
校
高
等
科
と
制
度
上
同
等
の
大
学
予
科
を
設
置

し
、
専
任
教
員
の
数
を
増
や
し
、
施
設
設
備
面
を
充
実
さ
せ
る
。
さ
ら
に
人
間
形
成
面
に
力
を
入
れ
、
高
等
学
校
と
教
育
内
容
面

で
競
合
性
を
強
め
て
（
66
）

い
く
。

慶
應
義
塾
が
設
立
認
可
の
審
議
で
、
今
後
、
大
学
予
科
に
「
充
分
の
力
を
注
」
ぐ
、
と
伝
え
た
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
同
大

学
予
科
の
実
際
の
教
育
内
容
面
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
高
等
学
校
と
の
比
較
を
含
め
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
他
の
私
立
大
学
予
科
の
学
科
課
程
の
事
例
検
証
と
そ
れ
ら
の
全
体
像
の
解
明
も
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
点
を

踏
ま
え
つ
つ
、
近
代
日
本
の
大
学
予
備
教
育
の
歴
史
的
特
徴
を
究
明
し
た
い
。

注（
1
）
本
研
究
の
「
大
学
予
備
教
育
」
と
い
う
分
析
概
念
は
、
大
学
進
学
の
た
め
の
基
礎
教
育
機
関
で
あ
る
高
等
学
校
と
大
学
予
科
の
教
育
内

容
を
示
す
。
教
育
史
上
、
高
等
学
校
と
大
学
予
科
の
教
育
は
「
高
等
普
通
教
育
」、「
基
礎
教
育
」、「
一
般
教
養
的
教
育
」、「
大
学
予
備
教

育
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
が
（
海
後
宗
臣
・
寺
﨑
昌
男
『
大
学
教
育
（
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
）』
第
九
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
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六
九
年
）、
本
研
究
で
は
専
門
教
育
の
基
礎
と
な
る
教
育
を
行
っ
て
い
た
高
等
学
校
と
大
学
予
科
の
教
育
を
「
大
学
予
備
教
育
」
と
し
て

捉
え
る
。
ま
た
、『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』（
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）
で
は
、
高
等
教
育
を
「
大
学
予
備
教
育
」、「
大
学

教
育
」、「
専
門
学
校
教
育
」
と
い
う
三
つ
の
制
度
的
範
疇
を
も
っ
て
考
察
し
て
お
り
、
高
等
学
校
と
大
学
予
科
を
「
大
学
予
備
教
育
」
の

制
度
的
範
疇
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
本
研
究
も
こ
の
制
度
的
範
疇
に
よ
る
。

（
2
）
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
前
）、（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
〇
年
）、
一
八
九
頁
。

（
3
）
『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
』
二
、（
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
編
集
委
員
会
、
二
〇
一
六
年
）、
一
〇
五
頁
。

（
4
）
筧
田
知
義
『
旧
制
高
等
学
校
教
育
の
成
立
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
年
）、
高
橋
佐
門
『
旧
制
高
等
学
校
全
史
』（
時
潮
社
、

一
九
八
六
年
）、『
旧
制
高
等
学
校
に
関
す
る
問
題
史
的
研
究
』
国
立
教
育
研
究
所
紀
要
、
第
九
五
集
（
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
八

年
）、『
旧
制
高
等
学
校
史
研
究
』
季
刊
全
二
〇
号
（
旧
制
高
等
学
校
資
料
保
存
会
、
一
九
七
九
年
）、
寺
﨑
昌
男
「
旧
制
高
校
教
育
研
究

の
視
座
」『
近
代
日
本
に
お
け
る
知
の
配
分
と
国
民
統
合
』
寺
﨑
昌
男
編
（
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九
三
年
）
な
ど
。

（
5
）
二
見
剛
史
「
私
立
大
学
予
科
に
関
す
る
一
考
察
」『
日
本
大
学
精
神
文
化
研
究
所

教
育
制
度
研
究
所
紀
要
』
第
九
集
（
一
九
七
八

年
）、『
日
本
近
代
教
育
百
年
史
』
第
五
巻
、
二
見
剛
史
執
筆
部
分
（
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
四
年
）、
村
松
玄
太
「
私
立
大
学
予
科

制
度
と
そ
の
実
態
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」『
大
学
史
活
動
』
第
三
〇
集
（
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
報
告
、
二
〇
〇
八
年
）、
藤

原
政
行
「『
大
学
令
』
と
予
科
教
育
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
第
二
号
（
日
本
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
六
年
）、
江
津
和
也

「
大
学
令
に
よ
る
私
立
大
学
予
科
の
設
立
意
義
と
そ
の
性
格
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
慶
応
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
中
心
と
し
て

―
」『
関
東
教
育
学
会
紀
要
』
第
三
〇
号
一
〇
月
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
6
）
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）、（
慶
應
義
塾
、
一
九
六
四
年
）。

（
7
）
拙
稿
「
旧
学
制
下
に
お
け
る
早
稲
田
高
等
学
院
の
設
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
八
巻
（
早
稲
田
大
学

大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
七
年
）。

（
8
）
「
両
大
昇
格
審
議
」『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
二
〇
年
一
月
一
八
日
）。
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（
9
）
前
掲
、
拙
稿
「
旧
学
制
下
に
お
け
る
早
稲
田
高
等
学
院
の
設
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
10
）
「
私
学
な
ほ
甚
だ
苦
痛
」『
教
育
時
論
』
第
一
二
二
九
号
（
一
九
一
九
年
六
月
）、
一
六
頁
。

（
11
）
慶
應
義
塾
幹
事
石
田
新
太
郎
氏
談
「
新
大
学
令
に
就
い
て
」『
三
田
新
聞
』（
一
九
一
九
年
一
月
二
二
日
）。

（
12
）
「
新
大
学
令
に
就
て
」『
三
田
新
聞
』（
一
九
一
九
年
一
月
二
二
日
）。
な
お
、
一
定
額
の
基
本
財
産
の
供
託
に
つ
い
て
は
、
一
校
一
学
部

に
つ
き
五
〇
万
円
以
上
、
一
学
部
を
増
す
ご
と
に
一
〇
万
円
で
あ
っ
た
。
中
野
実
『
近
代
日
本
大
学
制
度
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
二

〇
〇
三
年
）、
二
八
三
頁
。

（
13
）
石
田
新
太
郎
「
義
塾
教
育
に
関
す
る
卑
見
」『
三
田
評
論
』
三
月
号
（
一
九
二
〇
年
）、
五
頁
。

（
14
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）、
一
四
頁
。

（
15
）
「
大
学
設
立
認
可
申
請
」（
早
稲
田
大
学
）『
大
正
八
年

学
事

私
立
学
校
』、
東
京
都
公
文
書
館
蔵
（
三
〇
三
、
Ｄ
二
、
一
三
）。

（
16
）
「
慶
應
大
学
申
請
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
九
一
九
年
八
月
三
一
日
）。

（
17
）
「
新
令
最
初
の
大
学
は
義
塾
と
決
定
す
」『
三
田
新
聞
』（
一
九
一
九
年
八
月
三
一
日
）。

（
18
）
「
大
学
令
の
新
装
で
早
慶
の
学
徒
を
待
つ
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
九
二
〇
年
二
月
二
一
日
）。

（
19
）
「
慶
應
義
塾
大
学
予
科
教
員
専
任
、
兼
任
数
割
合
改
正
ノ
件
」『
私
立
大
学
冊
の
56
』、
東
京
都
公
文
書
館
蔵
（
三
〇
五
、
Ｂ
一
、
〇

七
）。

（
20
）
湯
川
次
義
『
近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
21
）
『
慶
應
義
塾
大
学
々
則
』（
奥
付
な
し
）、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。
同
『
学
則
』
は
、
一
九
二
〇
年
二
月
段
階
の
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）
三
八
頁
―
三
九
頁
、
四
七
頁
―
四
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
甲
種
商
業

学
校
卒
業
者
（
経
済
学
部
法
学
部
に
限
る
）
の
部
分
が
、「
高
等
女
学
校
卒
業
者
、
高
等
普
通
学
校
卒
業
者
」
と
あ
る
。

（
22
）
「
早
大
と
慶
応
の
大
改
造
」『
東
京
朝
日
新
聞
』（
一
九
一
九
年
七
月
一
四
日
）。

（
23
）
前
掲
、
湯
川
次
義
『
近
代
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
』、
一
六
二
頁
―
一
六
四
頁
。
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（
24
）
同
右
、
湯
川
に
よ
る
と
、
大
学
令
第
十
三
条
の
予
科
入
学
資
格
規
定
の
中
学
校
第
四
学
年
修
了
者
と
同
等
以
上
の
部
分
を
、
予
科
へ
の

女
性
の
入
学
も
可
能
と
解
釈
し
た
と
推
察
し
て
い
る
。
一
六
三
頁
。

（
25
）
『
慶
應
義
塾
総
覧

大
正
六
年
九
月
印
刷
』（
慶
應
義
塾
）。

（
26
）
「
大
学
予
科
は
三
年
制
に
」「
私
学
の
権
威
慶
應
義
塾
」『
三
田
新
聞
』（
一
九
二
〇
年
一
月
二
九
日
）。

（
27
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
大
学
々
則
』（
奥
付
な
し
）、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。

（
28
）
「
三
校
昇
格
実
現
せ
ん
」『
教
育
時
論
』
一
二
四
〇
号
（
一
九
一
九
年
九
月
二
五
日
）、
一
八
頁
。

（
29
）
「
早
慶
両
大
学
が
一
番
槍
の
昇
格
」『
読
売
新
聞
』（
一
九
一
九
年
一
二
月
二
三
日
）。

（
30
）
前
掲
、「
両
大
昇
格
審
議
」『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
二
〇
年
一
月
一
八
日
）。

（
31
）
「
早
慶
両
大
学
昇
格
」『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
二
〇
年
一
月
二
一
日
）。

（
32
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
中
巻
（
後
）、
一
七
頁
。

（
33
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
』
二
、
一
六
一
頁
。

（
34
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
総
覧

大
正
六
年
九
月
印
刷
』。

（
35
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
150
年
史
資
料
集
』
二
、
二
〇
六
頁
―
二
〇
七
頁
。

（
36
）
な
お
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
五
月
の
慶
應
義
塾
の
学
制
は
幼
稚
舎
（
六
年
）、
普
通
学
科
（
五
年
）、
大
学
科
（
五
年
）
で
あ

り
、
翌
年
七
月
、
普
通
学
科
、
大
学
科
は
普
通
部
、
大
学
部
と
改
称
し
た
。『
慶
應
義
塾
史
事
典
』（
慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
、
二

〇
〇
八
）、
二
三
頁
。

（
37
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
総
覧

大
正
六
年
九
月
印
刷
』。

（
38
）
前
掲
、『
慶
應
義
塾
大
学
々
則
』（
奥
付
な
し
）、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
。

（
39
）
『
近
代
日
本
教
育
関
係
法
令
体
系
』
米
田
俊
彦
編
（
港
の
人
、
二
〇
〇
九
年
）、
五
〇
一
頁
。

（
40
）
高
等
教
育
の
制
度
改
革
論
議
に
つ
い
て
の
考
察
お
よ
び
高
等
普
通
教
育
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
天
野
郁
夫
『
近
代
日
本
高
等
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教
育
研
究
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
41
）
佐
藤
秀
夫
「
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
高
等
学
校
令
の
成
立
過
程
―
文
部
省
案
か
ら
枢
密
院
決
議
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
中
心
と
し
て
―
」

前
掲
、『
旧
制
高
等
学
校
史
研
究
』
季
刊
第
一
一
号
、（
国
立
教
育
研
究
所
、
一
九
七
七
年
）
所
収
、
三
頁
。

（
42
）
石
田
加
都
雄
「
旧
制
高
等
学
校
学
科
課
程
の
変
遷
」
前
掲
、『
旧
制
高
等
学
校
に
関
す
る
問
題
史
的
研
究
』
国
立
教
育
研
究
所
紀
要
、

第
九
五
集
所
収
、
一
三
九
頁
。

（
43
）
慶
應
義
塾
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
二
月
二
六
日
付
で
「
大
学
学
則
中
変
更
認
可
申
請
」
書
を
提
出
し
、
大
学
予
科
の
各
部
各

学
年
に
「
体
操
」
を
二
時
間
追
加
し
た
。『
自
大
13
年
2
月
至
18
年
3
月
慶
応
義
塾
大
学
』、
国
立
公
文
書
館
蔵
（
三
Ａ
、
九
―
二
、
一
〇

〇
）。

（
44
）
前
掲
、「
早
稲
田
大
学
附
属
早
稲
田
高
等
学
院
学
則
」「
大
学
設
立
認
可
申
請
」（
早
稲
田
大
学
）。

（
45
）
「
早
稲
田
大
学
第
三
七
回
報
告
」『
早
稲
田
学
報
』
二
九
七
号
、（
一
九
二
〇
年
一
二
月
）、
二
頁
。

（
46
）
前
掲
、
拙
稿
「
旧
学
制
下
に
お
け
る
早
稲
田
高
等
学
院
の
設
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
47
）
「
早
稲
田
高
等
学
院
学
則
」『
早
稲
田
大
学
学
則

大
正
九
年
四
月
』（
早
稲
田
大
学
）、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。

（
48
）
早
稲
田
高
等
学
院
の
文
科
の
課
程
で
は
、
法
学
部
進
学
者
に
は
専
攻
先
に
合
せ
た
外
国
語
を
選
択
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に

文
科
・
理
科
の
課
程
と
も
に
第
二
外
国
語
で
は
高
等
学
校
規
程
で
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
露
西
亜
語
や
支
那
語
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

（
49
）
前
掲
、「
早
稲
田
大
学
附
属
早
稲
田
高
等
学
院
学
則
」「
大
学
設
立
認
可
申
請
」（
早
稲
田
大
学
）。

（
50
）
『
早
稲
田
大
学
規
則
便
覧

大
正
六
年
十
一
月
改
正
』（
早
稲
田
大
学
）、
一
六
頁
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
蔵
。

（
51
）
な
お
、
早
稲
田
大
学
の
高
等
学
院
も
設
立
認
可
後
に
学
科
課
程
の
編
成
を
変
更
す
る
意
向
を
示
し
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
前
掲
の
拙
稿

「
旧
学
制
下
に
お
け
る
早
稲
田
高
等
学
院
の
設
立
過
程
に
関
す
る
一
考
察
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
52
）
『
資
料
明
治
大
学
教
育
制
度
発
達
史
稿
』
四
（
明
治
大
学
広
報
課
歴
史
編
纂
資
料
室
、
一
九
七
九
年
）、
一
三
八
頁
。

（
53
）
『
法
政
大
学
史
資
料
集
』
第
四
集
（
法
政
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
）、
九
七
頁
。
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（
54
）
『
中
央
大
学
百
年
史
』
資
料
編
（
中
央
大
学
、
二
〇
〇
五
年
）、
二
九
二
頁
。

（
55
）
『
専
修
大
学
百
年
史
』
下
巻
（
専
修
大
学
、
一
九
八
一
年
）、
一
〇
二
二
頁
。

（
56
）
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
（
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
九
年
）、
三
九
頁
。

（
57
）
『
関
西
学
院
百
年
史
』
通
史
編
Ⅰ
（
関
西
学
院
、
一
九
九
七
年
）、
四
八
二
頁
。

（
58
）
『
上
智
大
学
史
資
料
集
』
第
二
集
（
上
智
大
学
、
一
九
八
二
年
）、
一
三
六
頁
。

（
59
）
『
東
京
農
業
大
学
七
十
周
年
史
』（
東
京
農
業
大
学
、
一
九
六
一
年
）、
一
九
三
頁
。

（
60
）
『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
史
料
編
第
五
巻
（
龍
谷
大
学
、
一
九
九
六
年
）、
三
四
頁
。

（
61
）
『
高
野
山
大
学
学
則

昭
和
四
年
度
』（
高
野
山
大
学
）、
一
六
頁
。

（
62
）
『
大
正
大
学
一
覧

昭
和
一
一
年
度
』（
大
正
大
学
）、
四
〇
頁
。

（
63
）
『
大
谷
大
学
要
覧

昭
和
二
年
九
月
一
日
調
』（
大
谷
大
学
）、
四
頁
。

（
64
）
「
新
入
の
諸
君
の
為
に

品
性
陶
冶
の
心
掛
が
肝
要
」『
三
田
新
聞
』（
一
九
一
九
年
四
月
七
日
）。

（
65
）
「
美
し
き
三
田
の
伝
統

人
格
の
陶
冶
が
第
一
」『
三
田
新
聞
』（
一
九
二
〇
年
四
月
四
日
）。

（
66
）
前
掲
、
天
野
郁
夫
『
近
代
日
本
高
等
教
育
研
究
』、
四
一
五
頁
。
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